
社会資本総合整備計画

・土地区画整理事業の実施により、家屋が移転し老朽住宅を減少させ、防災上の危険性が高い密集市街地を改善させる。
・防災上の危険性が高い狭小道路の割合を減少させる。

区域面積に対する施工済み面積の割合を算出する。

施工済面積率=（施工済面積）/17.6ha
全体道路延長距離に対する4m未満の延長距離の割合を算出する。
狭小道路率=（4m未満の道路延長）/（事業区域内の道路延長）

百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 備考

種別 種別 対象 間接 種別 H27 H28 H29 H30 H31
84-A1 街路 一般 裾野市 直接 区画 改築 1,731

84-A2 都再区画 一般 裾野市 直接 区画 1,074

合計 2,805

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

裾野市区画整理 A=17.6ha
都市再生区画整理 A=17.6ha

省略 事業内容

省略

38%

ＣＡ
0

（延長・面積等）

裾野市

工種

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名事業者

23%

44%

（延長・面積等）（事業箇所）

備考
最終目標値中間目標値当初現況値

定量的指標の現況値及び目標値

事業内容

Ｂ

交付対象事業

0.0%
合計

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)

全体事業費
（百万円）

裾野駅西土地区画整理事業

事業実施期間（年度）

計画の期間
計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

工種

省略
工種

全体事業費

事業者

2,805

（延長・面積等）

市町村名

事業者 要素となる事業名

平成31年1月18日

効果促進事業費の割合0

市町村名

全体事業費
（百万円）

事業内容

H27当初

事業実施期間（年度）

15%

交付団体

2,805

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

H31末

計画の名称

裾野駅西地区（（都）平松新道線外）

老朽化した家屋が密集し、居住環境・防災面に多くの問題を抱える裾野駅西地区において、都市計画道路、区画道路、公園、水路等の整備を面的に行い、宅地の利用増進を図
り、豊かな自然と魅力的な環境を備えた市民の交流拠点とする。

84 裾野駅西地区における市街地環境整備

平成27年度～平成31年度（5年間）

要素となる事業名

裾野市

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

市町村名


